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●農福連携とは
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農福連携は、農業と福祉が連携し、障害者の農業分野での活躍
を通じて、農業経営の発展とともに、障害者の自信や生きがいを
創出し、社会参画を実現する取組。

年々高齢化している農業現場での貴重な働き手となることや、
障害者の生活の質の向上等が期待される。

（農林水産省「農福連携等推進ビジョン」より）



農作業ならできる！
活躍できて嬉しいな！
（お給料も貰えた！）

障がい者などに手伝ってもらって
人手不足解消！

（作業も丁寧で助かるよ！）

●農福連携とは

農作業の人手が
足りないなぁ…

働きたいけど
上手く働ける
場所がない…

農家さん

ジョブコーチが
サポート！

障がい者など

農福連携
ジョブコーチ
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社会貢献にも
つながる！

Win - Win



●美瑛町農福連携事業の活動経過

【令和２年度】
美瑛町農福連携推進検討委員会が発足。町内の農福連携事例及び福祉事業所の視察を実施した。

種別 事業所名 定員

就労継続支援Ａ型事業所 － －

就労継続支援Ｂ型事業所
美瑛デイセンターすずらん 10名

（生活介護20名）

満天の丘 輝星 20名

○美瑛町の障がい福祉サービス事業所

○美瑛町における農福連携の取組事例
事業主体 作物 作業期間 作業内容 関係する福祉事業所

農事組合法人Ａ キノコ 通年 選果以外の作業全般 すずらん

個人農家Ｂ ブロッコリー ７～１０月 収穫、運搬作業 すずらん

林業経営体Ｃ 苗木 ４～１１月 草取り、運搬作業 すずらん

株式会社Ｄ 米 不定期 商品袋詰め すずらん・輝星

※町で把握する限り、令和２年までの農福連携の事例は４件で、トマトの事例は無し。

美瑛町内の農福連携の取組事例は少なく、生産者もイメージがつかみにくい。
そもそも農福連携の認知度も非常に低い。

まずは町が主導し、モデル事業を開始。
事例創出と情報発信により農福連携を普及する。 4



●美瑛町農福連携事業の活動経過

【令和３年度～】

美瑛町農福連携推進協議会を設立。具体的な取組を開始した。

取組①：農福連携実践研修（通称：実習）

（トマト＋馬鈴薯・コーン・南瓜、農産物加工実習等）

取組②：農福連携作業研修会（通称：見学会）

取組③：農福連携生産現場派遣実習

取組④：農福連携向け障がい者試験雇用

その他：農福連携ジョブコーチの配置

様々な機関・団体等との連携
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生産者

農作業に慣れていない
障がい者にいきなり
手伝ってもらうのは
指導にかかる負担と
リスクが大きい…

美瑛町担い手研修センター
「美進」の圃場で
トレーニング！

ジョブコーチが
指導・サポート！

農福連携
ジョブコーチ

トレーニングを積んだ
状態で来てくれるから、

安心して作業を
お願いできるよ！

●農福連携実践研修の目的（イメージ）

生産者の
圃場で
農作業
(実習)

少し作業スピードは
遅いかもしれないけど、
丁寧・まじめに作業
してくれて助かるよ！
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取組①-1：農福連携実践研修
（夏期：トマト＋馬鈴薯・コーン・南瓜）

農福連携ジョブコーチの指導により障がい者が技術習得を目指す。

農作業技術の専門的な指導については、美進に常駐する新規就農アドバイ

ザーの協力いただく。

令和３年度に美瑛町担い手研修センター「美進」のハウス１棟において、

障がい者によるトマトの作付実習の環境を整備。

（作付ベッドの長さは、R3：50m → R4：75mに拡大！）。

トマトトーン吹き付け

ポットの土詰め

収穫定植
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取組①-1：農福連携実践研修
（夏期：トマト＋馬鈴薯・コーン・南瓜）

実習生が行うトマトの作業内容は、４月の育苗（ポットの土詰めや鉢上げ等）から始まり、

ハウス整備（鉄筋の支柱設置）、５月末に定植した後は脇芽欠きやトマトトーンの吹き付け、

花弁取り、誘引、下葉欠き等の管理作業を続け、７月下旬から９月まで収穫を実施。

収穫期後はハウスの片付けも実習生で実施。

令和４年度からは、露地圃場において馬鈴薯・スイートコーン・南瓜の作付も開始し、

様々な作物における作業ができるよう実習に取り組んでいる。

令和３年度から実習を開始し２年目になるが、実習生が取り組める作業の種類や成熟度、

スピードは上がり、着実に成長した姿を見せている。

種イモの植え付け コーンの収穫 水やり
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取組①-1：農福連携実践研修
（夏期：トマト＋馬鈴薯・コーン・南瓜）

実習で生産・収穫したトマトはＪＡに出荷。美瑛町の標準収量以上を確保できた。

また、トマトに加え、馬鈴薯・スイートコーン・南瓜は、町内の農産物直売所で販売。

商品ＰＯＰ等で農福連携による生産を宣伝ＰＲする。

生産者が見える安心感と美味しさが好評を得ている。

直売所「ふるさと市場」での販売
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実習生も同行した出荷作業

ふるさと市場でのPOP



取組①-1：農福連携実践研修
（夏期：トマト＋馬鈴薯・コーン・南瓜）

なお、馬鈴薯・スイートコーン・南瓜に関しては、「農福連携収穫体験会」と題し、普段、

農福連携実習に参加していない町内のＢ型就労支援事業所の利用者による収穫体験を実施。

障がい者は農作業体験を通して自立に向けた訓練を実施し、農福連携ジョブコーチ等は今後

農福連携事業に参加し得る障がい者の掘り起こしを行う機会とした。

障がい者の自立につなげる農福連携の活動を推進するため、より多くの障がい者に農福連

携への参加を促し、活動の規模拡大を目指したい。
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南瓜の収穫体験会
※東京都の大妻女子大学の研修生も一緒に作業

馬鈴薯の選別

馬鈴薯の収穫 南瓜の収穫

コーンの収穫



障がい者が通年での雇用を受けるためには、

冬期で想定される農作業についても技術習得する必要が

あることから、令和３年度に冬期ホウレンソウの作付実習

を実施。まずは作業の洗い出しをすることができた。

令和４年度は冬期ホウレンソウは作付せず、町内生産者の

農作物加工作業に実習参加するため調整している。

取組①-2：農福連携実践研修（トマトジュース加工実習）
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取組①-3：農福連携実践研修（冬期：ホウレンソウ）

農作業以外にも、農産物の加工における雇用を受ける

ことを目指し、町内の農業技術研修センターにおいて

トマトジュースの加工実習を年に１回実施。

トマトのカットや瓶詰め、加工室の清掃等、様々な

作業で実習した。

完成したトマトジュースの瓶にラベルを貼り、

町内の福祉施設や農業関係者等に配布。関係者に広く

ＰＲすることができた。



●農福連携ジョブコーチ

現在、２名を配置

地域おこし協力隊 １名

委託 １名

実習生（障がい者等）が農作業に係る技術を習得し、

生産者に雇用されるまでのサポート役を担う。

具体的には、

・営農技術に関する指導
（専門的な部分は美進に常駐する新規就農アドバイザーに指導を仰ぐ。）

・その他、実習中の活動に関わる全般の指導

・福祉事業所や生産者等との連絡調整

を行う。
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取組②：農福連携作業研修会

美進における農福連携の作業風景を生産者や福祉関係者等が見学し、取組への理解を深

めていただくことが目的。

昨年度より数回開催し、定植・収穫・その他管理作業を見学してもらったが、見学者か

らは「思ったより作業ができている」「これくらい作業できるなら、うちにも来てほし

い」等の声が聞かれ、実際に見学した生産者から実習を依頼されるケースが増えている。

一方で「実習生とのコミュニケーションの面で不安がある」「実習生が働きやすい環境

を整えられるだろうか」等の不安もあるようで、今後は不安を解消するため、まずは試験

的に派遣実習を実施したり、環境整備にかかる支援を検討する必要がある（環境整備にか

かる国の補助事業あり）。

※研修会の様子は各種メディアに

取り上げられた。

（写真中）NHK夕方ニュース

（写真右）北海道新聞
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取組③-1：農福連携生産現場派遣実習（訪問型）

農福連携（障がい者等の雇用）を生産者に体験してもらうことが主な目的。

ジョブコーチの引率のもと生産者の圃場を訪問し、9：00～11：30までの2時間半（うち

30分は休憩時間）作業を行う。

工賃は500円/人・ｈで、そのうち３割（150円）は協議会で支援し、残りの７割（350円）

を生産者が負担する。（※初年度となる令和３年度は実習生やジョブコーチの作業能力が成熟してい

なかったため５割（250円）負担としていた。）

令和４年現在までに町内のトマト生産者５件を訪問（およそ週３日、火水木曜日に実施）

生産者の悩み

障がい者等が
どのくらい作業できるのか、

どのように接したり
指示を出せばよいのかわからないから、

雇用するのは難しい…

試験的に派遣実習を受け入れ 将来的には
正規で
雇用

されたい！
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取組③-2：農福連携生産現場派遣実習（持ち込み型・冬期間）

冬期間の作業として、町内の生産者による農産物加工の作業を受託。

令和４年度は小豆の選別作業を実施。生産から小豆を受領し、担い手研修センターの研

修室にて、大量の豆をＡ～Ｃ品・ゴミ分ける作業を行い、重さあたりの金額で請け負った。

障がい者等における農業分野の年間雇用を目指すためには、冬期間の就労が課題となっ

ているため、農産物加工等の冬場でも実施できる作業の掘り起こしを行う。
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取組④：農福連携向け障がい者試験雇用

事業所もしくは障がい者本人と直接、契約・覚書・協定を結び雇用した生産者に対して

人件費（工賃）の一部を支援している。

本取組も、取組③「農福連携生産現場派遣実習」と同様、まずは生産者に農福連携の障

がい者等の雇用を体験してもらうことが目的。

農福連携向け
障がい者試験雇用支援

週8時間以上かつ
月35時間以上勤務

週５時間以上かつ
月25時間以上勤務

障がい者の
雇用等の経験

あり 月額３万円 月額２万円

なし 月額５万円 月額４万円

令和３年から現在までの実績は１件。

支援額は条件に応じて下記のとおり。
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※被雇用者が身体障がい者手帳等を所有していること等の諸要件はあり。



その他

●生涯学習事業や大学・高等の研修等との連携

17

町内小学生が参加する生涯学習事業や東京都の女子大学生の研修、近隣農業高校生のイ

ンターンシップ、美瑛町役場職員研修において、農福実習生とともに農作業を実施。

作業方法は実習生から研修等参加者に教えてもらう形式にしたところ、概ね意図は伝わ

り作業を進めることができ、参加者は普段ふれあう機会の少ない障がい者への理解が進

んだほか、実習生自身もコミュニケーション能力が向上し、さらに「人に教えることが

できた」という成功体験や様々な方々とふれあう経験により大きく自信がつく等、副次

的な効果が見られた。

インターン高校生

大学生

大学生との南瓜収穫体験

役場職員



その他

支援内容や活動ＰＲのために、主に農業者を対象にしたチラシを作成。町広報誌で

も活動情報を発信している。また、これまでの活動が評価されたことから、農業関

係メディアや北海道の優良事例でも紹介された。

ＰＲチラシ ふるさと市場掲示パネル 町広報
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●広報活動

農家の友（農業関係メディア） 道優良事例



●今後の活動方針

① 障がい者に限らず、ひきこもり等の就労に困り感を持った方や高齢者にも農福連携に

参加していただき、活動の環を広げたい！

（そのためには、町内の福祉関係者（民生委員等）や農業関係者（ＪＡや生産部会等）

の協力が必要！）

② 主に生産者に農福連携の取組を理解していただき、積極的に参画・支援を活用してい

ただきたい！

③ 生産者における派遣実習・試験雇用の受け入れ実績を増やしたい！

農福連携が地域に浸透し、農業分野での
自立・就労を目指す障がい者が増える

生産者が障がい者等を雇用
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障がい者等の雇用が
生産者から求められる



お問い合わせ先

●美瑛町農福連携推進協議会
事務局：美瑛町役場農林課

tel：0166-92-4391
mail：nourin@town.biei.hokkaido.jp

美瑛町役場保健福祉課
tel：0166-92-4338
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サポート

美瑛町農福連携推進協議会

町内福祉事業所
（すずらん、輝星）

美瑛町役場【事務局】
保健福祉課 ・ 農林課

美瑛町農業振興機構

ＪＡびえい

上川農業改良
普及センター

（オブザーバー）
上川総合振興局

・障がい者の派遣
・障がい者のサポート ・全体の調整・障がい者やその他の支援を

要する方と農福連携の架け橋

・トマト作付実習（美進）

・受入農家の調整
・農家への情報発信

・技術指導 優良事例等の情報提供

事業の実施（ジョブコーチ
の配置、各種調整等）

農福連携実践研修

農福連携
作業研修会

障がい者向け
トマト作付実習

農業者、その他関係者が
農福連携実習を見学する場

・美進ハウス ：技術習得(練習)の場
・実際の農業者の圃場：実践実習

農福連携向け
障がい者試験雇用支援

その他、国や道による
補助事業（受入体制の整備）

障がい者
就職等の社会活動に
おいて生きづらさを
感じている方々

民生委員等

農業者による
障がい者等の雇用

短期雇用（農業ヘルパー）

（雇用期間変則）
長期雇用

（通年・変則雇用）
農業者

（参考）美瑛町農福連携事業の全体像
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